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楽器が5名以上で演奏するマーチで「ティンパ

ニがない」・・・現代の吹奏楽編成だとか

なり風変わりだと感じましたが、コンクール

という枠組みがなかった場合、外を歩きながら演奏す

るような場合にはティンパニは不向きですし、なに

より鍵盤打楽器のシロフォン、グロッケンをマーチの「3

種の神器」である小太鼓、大太鼓、シンバルと同時に演奏

して欲しいという作曲者のこだわりが感じられる曲です。

題名の通り、サーカス小屋の目まぐるしい感覚は大事に

したいですが、早めのテンポに設定するあまり、演奏に

余裕がなくならないよう注意が必要です。

 

冒頭は 　で始まりますが、高揚感を抑えつつ 4小節目の

cresc. を演奏できると、5小節目の　   を楽しく迎えられ

るのではないでしょうか。大太鼓とシンバルの四分音符と

シロフォン、小太鼓の十六分音符の関係を、縦で合わせる

感覚ではなく、6小節目に向かう横の流れが損なわれず

に演奏したいですね。6小節目のリズムは小太鼓がバンド

全体のリズムのお手本となるような歯切れの良さを出せ

れば。

  A  からのシロフォンは１回目と２回目で一緒に演奏する

楽器が異なりますね。最初はトランペットのハーモニーに

華を添えるような、やや硬質な音色が合いそうです。後半

は･･･何か前半と違う工夫があると良いかもしれません。

　毎度、伝える話ではありますが、打楽器セクションには、

ほぼ全てのバンドの動きが集約されているといっても過

言ではありません。例えば  B  では小太鼓、シロフォンが

木管と同じリズムを、グロッケンが金管と同じメロディを、

大太鼓とシンバルは独立してビートを（似たようなリズム

を低音群が演奏）２小節間演奏しています。常に一緒

にハーモニーを重ねる楽器の中での自分の位置を意識し

たいものです。ソロの時の 　とTutti での　 は別次元で

考えましょう。

この曲に限らないことですが、打楽器のセッティングの際

「大太鼓の隣に小太鼓、その隣にシンバル」というバンド

をたまに見かけます。余程のことが無い限り、大太鼓の一

番親密な相手はシンバルです。昔の楽譜ではGran Cassa

( 大太鼓のイタリア語表記 )とだけ書いてある場合でも

Piatti( シンバルのイタリア語表記 )を同時に演奏する場

合もあるほど、この２種類の楽器の音のブレンド感は大

切にする方がよいと思います。お互いに息づかいが感じ

られる距離で演奏できることが望ましいです。小太鼓は

その隣、または（一列ではなく）立体的な配置でもよいか

もしれません。

  C  から２小節は課題曲マーチ特有の低音金管楽器が

応援団風のフレーズ、そしてそれに呼応する 　で演奏す

る次の２小節・・・打楽器が特に気をつけたいのは、

楽器の余韻の処理の仕方です。大太鼓もシンバルも3拍

目は八分音符になっています。3拍目裏からソロのピッコ

ロフルートが入ってくるのが、くっきりと聞こえるように音

を止めなければなりません。しかし音量はアクセントのま

まです。頑張りすぎて音が大きくなりすぎず、かといって

弱くもならず…コントロールできるように、特にシンバル

は練習が必要だと思います。

ピッコロに寄り添うグロッケンの音色もマレット選択も含

めて考えてみてください。参考までにグロッケンのマ

レットにはプラスチック製（シロフォンと兼用も可能）真

ちゅう製（キラキラした音色になるがずっと聴こえると喧

しい可能性あり）その２つを組み合わせた物も販売され

ています。シロフォンにもグロッケンにもゴム製の物は

（練習用には良いですが）本番には適していないと思い

ます。シロフォンの場合、木製のマレットも適しているで

しょう。

  C  のシンバル→トライアングルの持ち替えは２小節しか

ないので、１人の奏者で演奏する場合はトライアングルを

スタンドに固定して演奏することも視野にいれましょう。

  D  の前でテンポと共に曲想が変化します。併せて音色

も対応したいです。他の楽器に書いてある表現記号を参

考に。  F  からは2拍ごとのリズムの輪唱を感じたいですね。

  G  からシンバルの音量記号が、他の楽器と異なるのは

作曲者の意志を尊重したいところです。しかしあくまでも

Grandioso の雰囲気を損ねない音圧は保ちましょう。

シロフォンは終始速いパッセージが目立ちます。手順の

確認も含め、出てくる調性のスケールを左右どちらの手

からも出来るように練習を。

の「ジェネシス」という題名は訳すると「起源」

「発端」などという意味を持ちます。作曲者が

スコアの冒頭で触れていますが、「楽譜を読

むことから表現を考える、という基本を見直す」という意

味合いを持って書かれた曲です。自分のパートはもちろ

んのこと、スコアをよく読みこみ、他の楽器が何をしてい

るのか、どういうニュアンスで演奏しているのかを把握す

ることを心がけましょう。そうすることで自分が出す音の

イメージや、役割をつかみやすくなると思います。

それでは順を追って、楽曲に対してのアプローチの仕方

を私なりに解説していきたいと思います。

まず冒頭ですがGrandiosoという文字が目に入ります。

次にスコアを見るとサックス、トランペット、トロンボーン

と大きな音の出る人達がフォルテで吹いています。よって

冒頭のシンバルはこの人たち負けないような堂 と々した

ふくよかなシンバルサウンドを意識します。ブレスを

^しっかりとって大きなモーションで演奏すると良いと思

います。

２小節目のグロッケンですが、スコアをチェックしてみる

とフルート、オーボエ、クラリネットがグロッケンと同じメ

ロディーラインを担当しています。したがって、ここでのグ

ロッケンの役割はソロではないので、目立ち過ぎず、埋も

れ過ぎず、これらの管楽器と同じようなフレーズ感で演奏

することが大事だとわかります。また、７小節目に注目す

ると管楽器の拍の頭にカッコ付きテヌートがついていま

す。この曲の中でのカッコ付きテヌートの意味は「和音を

感じて跳ねない音型で」との注意書きがスコアにありま

す。グロッケンの譜面にはこの表記はないのですが、音

型が全く同じなのでグロッケンも頭拍は跳ねず、アクセン

トが書かれている部分を強調して演奏すれば良いのでは

ないか、という判断になります。このようにいたる所に演

奏のヒントが隠されているので、冒頭部分に限らずスコ

アをよく見て研究してみてください。また、グロッケンを担

当する人は同じメロディラインを担当している管楽器の

人たちと一緒に練習してみることをお勧めします。９小節

目は打楽器ソロです。ティンパニ、SD、Cym、BDのアクセ

ントに注目してリズムが噛み合うように練習しましょう。

 A  からのスネアドラムは堂々としたフィールで、バンドの

リズムの支えになれるような演奏ができると良いと思い

ます。15 小節目は記譜通り３＋３＋２のフィーリングで

演奏すると良いと思います（タンタカタン、タンタカタン、

タンタカと歌ってみてください）。

  B  の SD のリム打ちですが、スティックがリムに当たる

位置によって音が変わるので、ベストな音が出る位置を

研究してみてください。スティックの先端から3～ 4セン

チ部分が高く通る音が出ることが多いです。Wind Chime

は高音部をさらっと撫でるように演奏するとよいかと思

います。

  C  からは調性が変わり、やわらかい曲調になります。SD

も意識を変えて管楽器のフレージングに沿って、柔らかく

歌うように演奏すると良いかと思います。その際、ロール

の音の終わりをどう演奏するか少し注意が必要かと思い

ます。  C  の 1 小節目を見てみると、管楽器は 3拍目の頭

でフレーズが終わり、3拍目の裏から新しいフレーズが始

まっています。SDのロールは 2拍目裏から始まり、3拍目

で終わっています。このロールの後の 3拍目をしっかりと

叩いてしまうと、管楽器のフレーズが収まる時に SDの音

が大きくなってしまい、バンドとしてのフレーズ感が無く

なってしまいます。ですので、SDのロールの終わりをそっ

と控えめに演奏してあげるとバランスが良くなるかと思

います。この場面に限らず、SDのロールが出てくる場面

では、常に音の終わりをどのように演奏するか気にかけ

てみてください。ヒントは他の楽器のフレージングです。

グロッケンもスラーがついていませんが、他の楽器を参

考にするとどういうフレージングをすれば良いかわかり

ますね。

  D  セクションの 4小節目のティンパニのアクセントがつ

いている　 の音はしっかり発音してあげましょう。大太鼓

についているアクセントもしっかり聞きたいです。

  F  の SD は　 で演奏しなければいけないので難しいか

と思いますが、 　 が苦手は人は　 専用のエクササイズ

を自分で作って練習してみてください。実際に演奏する曲

よりも少し難しいエクササイズを毎日やることで自信にも

つながりますし、安定した演奏ができるようになりますの

で是非一度やってみてください。

最後に、残りのセクションも上に書いたようなアプローチ

をしてみると色々な発見があると思います。また、どうし

たらより良くなるのか自分で考えることこそが吹奏楽の

楽しさであり難しさであると思いますので、よく譜面を読

み込んで自分なりの解釈を見つけてみてください！
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課題曲Ⅲ  

Snare Drum

Crash Cymbals

Bass Drum

Suspended Cymbal

Wind Chime

Triangle

Glockenspiel

PHP1450/N

VL-18ASPM or HHX-18NSVIN

PBA3620PBKST or PBA3620PBST

VL-18AS

WC-01

SAB-CHTR8

AD-GD26

指定楽器 推奨楽器品番
課題曲Ⅳ

Snare Drum

Bass Drum

Crash Cymbals

Suspended Cymbal

Triangle

Xylophone

Glockenspiel

SS1455 or B1330

PBP2814 or PBB3216

HHX-18CES （AA-16VN）

AA-16S

SAB-SHT４ or SHT6

AD-XS1HA35

AD-GD26

指定楽器 　推奨楽器品番
スネアドラム 【PHP1450/N】

窪田 健志
名古屋フィルハーモニー交響楽団　首席ティンパニ・打楽器奏者

≪徹底解説≫ 2022年度 全日本吹奏楽コンクール 課題曲Ⅳ

解説：

大家 和樹
札幌交響楽団　副首席打楽器奏者

ジェネシス  鈴木 英史

≪徹底解説≫ 2022年度 全日本吹奏楽コンクール 課題曲Ⅲ

解説：

サーカスハットマーチ
奥本伴在

Kazuki Oya Takeshi Kubota

SS1455

B1330

PBP2814 PBB3216ST

常に第一線で一流演奏家のサウンドに囲まれてきた
鈴木英史氏の作品です。最上質なこの機種にはこの
サイズで対応したいですね。可能なら是非カーフス
キン仕様を！

初めて吹奏楽に出会った感動が一瞬
にして甦り、心が懐かしい想いで一杯
になる素敵な作品。上質、繊細さはもと
より、ちょっぴりワイルドで骨太なサウ
ンドが魅力のこの機種がお 薦めです。

バスドラム【PBA3620PBKST】 or 【PBA3620PBST】
シンバル 【VL-18ASPM】
合わせシンバルの聞かせ所を押さえ
た素晴らしい使われ方ですね。アー
ティザンシリーズ“プレミアム”がこの
作品を煌びやかで、より一層格調高
いものに仕上げます。

打楽器奏者やプロドラマーの中にも根強いファンを持
つパールスネアの原点ともいえるこの楽器。濁りの無
い胴鳴りに調整してミュートは無しか、最小限に！可愛
らしさを強調したい派にはブラスシェルのやんちゃ小
僧、B1330をお薦めします。

スネアドラム 【SS1455】 or  【B1330】 バスドラム 【PBP2814】 or 【PBB3216ST】
近年、プロのオーケストラでは必要に応じてアンティークな
サイズの楽器を使用することが珍しくなくなりました。超変
化球ですが個性的でヒストリカルなスタイルを目指すバン
ドにはアンサンブルシリーズのこのサイズを!

（委嘱作品）
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